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方法 感染予防対策ならびに HIV 陽性者、AIDS 患者や肝炎ウイルス陽性者の
歯科診療経験と受入れ姿勢に関する調査票を、２つの大学歯学部同窓会
名簿をもとに、卒後 20 年～30 年の歯科診療所の開設者の中から記載順
位をもとにそれぞれ 150 名を抽出した計 300 名、ならびに日本救急歯科
医療研究会および歯科保健研究会の会員 171 名の合計 471 名を対象とし





結果 回収を得た回答は 431 件（91.5％）であった。HIV 陽性者の歯科診療経
験があるとの回答割合は 2.5％であった。「今後の感染者受入れ」に関す
る姿勢については、約 90％の回答が A 型、B 型、C 型の肝炎ウイルス陽
性者の診療を受入れると回答したのに対し、HIV 陽性者を受入れるとい
う回答は 31.9％にとどまった。HIV 陽性者、AIDS 患者の歯科治療の受
入れについては、「原則として断わる」という回答の割合が、それぞれ
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研修をした」が 36.7％であり、HIV 陽性者受入れ姿勢があるという回答







腔外科あるいは麻酔系の経験あり」が 1.78 であった。 
考察 本研究の結果は歯科医師の多くが依然として感染予防に関する理解が十
分でなく、感染力の極めて強い肝炎ウイルス陽性者をほとんどが診療を
受入れるが、その多くが感染力がはるかに弱い HIV 陽性者の診療受入れ
姿勢が極めて低い現状が反映されている。その理由として挙げられた内
容は科学的な知見に基づくものではなく、患者のエイズや HIV に対する
反応についての予測に影響されているように思える。また結果は、歯科
医師が感染予防について関心が強いほど、HIV 陽性者の診療受入れにも
積極的となることを示唆している。歯科診療室における最新の感染防御
に関する知見（CDC2003 等）に準拠して、歯科医師が受診者を区別せず
同等の標準的な院内感染防止対策を図るユニバーサルプリコーション、
スタンダードプリコーションの実施を普及とあわせて、感染者自信の参
加などの工夫により、歯科医師の行動変容をもたらすような研修システ
ムの開発が、HIV 陽性者の人権にも配慮した歯科診療の促進と安全な歯
科医療を地域に普及させるに重要であることが示唆された。 
 
